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　今年の夏は、本当に大変な夏でした。日本中どこへ行っても、たとえ北海道でさえ、皆さん口を揃えて
「大変だった。本当にシンドかった」とおっしゃっていました。その地獄のような夏も、なんとか終わりに近づ
いてきた頃、三重県熊野市でコンサートをしました。
　熊野の元気な女性達が中心になり企画してくれたコンサート。その女性達の言葉からこんな歌が生ま
れました。今、コンサートのアンコールで歌って、好評です。歌ってみてください。これもインターネットで音
を公開しています。

民俗学者の故宮本常一先生の教えを受け、日本各地の町や村でコンサートをやり始めて
から長い年月が流れた。コンサートの数は３７００回を越え、訪れた地域の人 と々創りあげた
歌は３００曲以上になった。それらを「里唄」と名づけた。今回、その中から４曲を選びCD
化した。録音にはそれぞれの土地で、土地に根付いた音楽を創り上げている総勢約２００
名もの皆さん（合唱団、太鼓集団、コカリナ愛好家）が加わってくださった。おかげでその里
の香りが充満しているようなものになれた、と心から感謝している。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒坂黒太郎

（ＣＤ「里唄」ブックレットより）

キングレコードより

　ＣＤに付くブックレットに上のような文
を書かせていただきました。ＣＤ「里唄」は
長い間夢見ていたものです。日本各地を
歩き回り、そこで出会った人々、暮らし、
自然を歌にしてきたのですが、それをＣＤ
として発表したいと思いつつ、なかなか
機会がありませんでした。今回、多くの曲
の中で４曲だけですがＣＤ化し一般発売
していただくことができました。録音はで
きる限り、それぞれの歌ができた土地の
皆さんと行っていきたいと思いました。そ
んな僕の思いをレコード会社のスタッフ
のみなさんがくみ取ってくださり、「佐渡
讃歌」などは、佐渡に大量のレコーディン
グ機材を運び込んでの録音となりまし
た。１０月６日、録音場所となった佐渡文
化会館大ホールでは「両津鬼太鼓組」の
皆さんが江戸時代から演奏され続けて
いる太鼓を打ち鳴らしてくださり、また、
このＣＤのため佐渡のイケメン（？）男性
により結成された「佐渡讃歌男声合唱
団」の皆さんが男気に富む素晴らしい男
声合唱を付けてくれました。また、１０月
11日、東京椿山荘のすぐ近くにあるキン

グレコード関口台スタジオには、茨城、神
奈川、長野などのコカリナ愛好家、そして
東京コカリナアンサンブルの皆さん約
170名が集結してくださり、「筑波山」「江
の島遠い日の海」「アルストロメリアの花」
の録音が行われました。茨城や神奈川の
方は、ほとんどの方がレコーディングな
どは初めてだったようですが、堂々と素
晴らしい演奏をしてくれました。そうやっ
てできあがった音と合わせて矢口が歌入
れを行ったのですが、これが、皆さんのパ
ワーに支えられたためかとても声にノビ
があり、なかなかいいＣＤができつつあり
ます。ＣＤはキングレコードより１１月２６
日発売になります。インターネットでもお
求めになれます。歌用カラオケ、コカリナ
用カラオケも付いて￥１，８００。発売日ま
でに黒坂音楽工房に１０枚以上まとめて
注文してくださった方には、歌楽譜、コカ
リナ用楽譜をさしあげます。また、１月１５
日、すみだトリフォニーホールコカリナ１５
周年コンサートにて、これらの「里唄」を
全曲、コカリナ合奏団と共に演奏します。
是非お出かけ下さい。

「里唄」第一弾
１１月２６日
発売

「里唄」第一弾
１１月２６日
発売

「里唄」第一弾
１１月２６日
発売

里唄とコカリナの
　　コンサート2011
関東甲信越で 現在募集中
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　その土地の歌「里唄」を創り、歌い、コカリナ
を奏で、その土地の素晴らしさを感じ合う黒坂
黒太郎と矢口周美のコンサートを２０１１年
は関東甲信越地域で展開します。是非、ご企
画下さい。詳しくは黒坂音楽工房まで。
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収録曲の解説
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筑波山（茨城県つくば市）
毎年春、筑波山の山麓で「つくば山麓コカリナピクニック」とい
うコカリナ愛好家の皆さんの音楽会が行われている。２００８
年、ゲストとして呼んでいただいた。その折、茨城の皆さんに
プレゼントした曲。関東平野にただひとり、慄然と立つ筑波山
は周辺の人々の心のよりどころとなっていることを強く感じ
た。コカリナ愛好家のメンバーで急逝した二人の友人への思
いを込めて創り上げた曲。音楽会の翌日、筑波山の頂上で高
らかに歌った。

江の島遠い日の海（神奈川県藤沢市）
２００９年９月、江の島の島内にあるホールでコンサートを行っ
た。主催者さんから「是非、江の島の新しい歌をつくって欲し
い」と頼まれ、コンサートの数週間前に江の島を訪問した。何
十年ぶりの景色だろう。感慨深く眺めているうちに遠い日が
よみがえって来た。これほど沢山の人の「思い出」の中に美し
く、甘く存在している場所はあまりないのでは、と思う。

アルストロメリアの花（長野県坂城町）
アルストロメリアは別名ユリズイセンとも呼ばれる百合と水
仙と合わせたような可憐な花。花形は同じでも様々な色、模様
があるのが特徴。南米アンデスが原産のため、高地での栽培
が適しており、長野県が全国一の栽培量を誇る。この曲は
2008年長野県坂城町で行ったコンサートで発表。町の真ん
中を美しい千曲川が流れる坂城町はテクノ産業と花の町。

佐渡讃歌（新潟県佐渡市）
佐渡は民俗学者宮本常一が最も愛した地域、と言われる。ま
だ道路も整備されていなかった頃、ほとんど徒歩で歩かれた
足跡が各村々に残されている。その宮本先生の魂に導かれる
ように、ここ数年佐渡通いが続いている。まるでふるさとの様
になってしまい。船が両津の港に着くと「ただいま」と言ってい
る。ある時佐渡在住の女性から分厚いお手紙をいただいた。
そこには佐渡に生まれ育ち、佐渡をいかに愛しているか、が
綿々と綴られていた。それを読みながらこんな歌が生まれた。

　北海道知床に行き始めてから、１０年
近くになります。最初は北海道ツアーの
ひとつとして網走でコンサート、そのつい
でに、という形で初めて伺いました。場所
は知床半島の中心部ウトロにある温泉
宿、知床第一ホテル。そのホテルで宿泊
客相手のコンサート。あまりそういう場で
コンサートをしたことがなかったので少し
臆するところもあったのですが、やってみ
てお客さんの「質の良さ」にビックリさせ
られました。環境や平和についての語り
も違和感なく、浴衣を着たお客さんを前
に、いつものコンサートのような内容で
演奏できるのが不思議でなりませんでし
た。その後、知床とつき合いを続ける中で
それは、知床という土地が「環境観光」と
でもいうべき崇高な意識をもった観光に
支えられているから、と気が付きました。
そうなると、なんとしても多くの皆さんに
そんな知床を知って欲しくなり、「知床へ
行こう」というツアーを組んで大勢で押し
掛けたりしました。だから、知床が世界自
然遺産に指定された時も当然のこととし
て受け止められました。今回は、その世界
遺産５周年記念としてコカリナコンサート
を持っていただきました。せっかくそんな
記念すべき時に大々的なコンサートを
やっていただけるのですから、「少し力を
入れよう」、と６月から知床通いを続けま
した。知床にあるいくつかの小学校での
スクールコンサートをやったり、コカリナ教室を行い、
知床コカリナ合奏団を立ち上げ、さらに、「知床旅情」
に代わる知床の新しい歌を創って欲しい、と観光協会
の会長さんから依頼され、創作を開始しました。また、
この機会にコカリナの皆さんにも是非知床を知って欲
しい、と再びツアーを行うことにしました。東京を中心
に各地から15名の皆さんがツアーに参加して下さり、
コンサートでは知床コカリナ合奏団と一緒に演奏。観
客の皆さんから大きな拍手を浴びていました。そして、
その歌ですが、知床にある二つの小学校から文集が
送られてきました。その文集を元に「うつくしむ知床」

という歌が生まれました。「うつくしむ」という言葉。あ
まり聞きなれない言葉ですが「慈しむ」の元になった言
葉と言われています。意味は「大切にする。かわいが
る」さらには「許す」という気持ちまで含まれるとのこ
と。平安時代に使われていて「若君いだきてうつくしみ
おはす」（源氏物語）などがあるようです。２年ほど前、
兄のように慕う無言館館主の窪島誠一郎さんが「うつ
くしむくらし」という本を出し、「なんという美しい響き
の言葉か」と、何度もつぶやきました。そして、この「う
つくしむ」という言葉と「しれとこ」という言葉が、意味
も響きも実に爽やかにつながるため、今回、思い切っ

佐渡文化会館におけるレコーディング

（ＣＤ「里唄」ブックレットより）

て使わせていただきました。メロディーはあの夏の酷い
暑さの中、パンツひとつでピアノに向かい、１週間ほど
かけて創り上げました。出来上がったものを知床に
送ったところ、まず「子ども達がとても気に入ってくれ
ている」と連絡をいただきました。子どもの歌として
創ったわけではないので、意外でしたが、とても嬉しく
思いました。そして、世界遺産５周年コンサートでは最
後に会場と大合唱しました。終了後、観光協会の会長
さんから「知床旅情にまったく見劣りしてない歌をあり
がとう」と感謝していただきました。ホームページ「コカ
リナの世界へようこそ」で聴くことができます。
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